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１１．その他 



ＳＰＯＤにおけるＦＤについて 

（１）ＳＰＯＤにおけるＦＤとは 

ＳＰＯＤにおけるＦＤは，教育・学習効果を最大限に高めることを目指した，１）授業改善，２）カリキュラム改

善，３）組織整備・改革 への組織的な取組の総称です。 

  大学設置基準では，「大学は、当該大学の授業の内容及び方法の改善を図るための組織的な研修及び研究を実施す

るものとする。」と定められています。ＳＰＯＤにおけるＦＤは，この条文の定義よりＦＤを広く捉えて，研修の機

会を大学間で連携して提供しています。 

１）授業改善（Instructional Development） 

個々の授業をより良いものにするための取組です。具体的には，授業評価アンケート，教員相互の 授業参観，授業

コンサルテーション，教授法に関する講演会，シンポジウム，ワークショップ，セミナーなどがこれにあたります。 

 〈ＳＰＯＤでの取組例〉 

 ・新任教員研修  

・各種スキルアップ系研修  

・各種公開セミナー  

・ティーチング・ポートフォリオ作成ワークショップ 

〈各大学での取組例〉  

・教員相互の授業参観，授業講評会 

・学生による授業評価アンケート  

・各種セミナー  

・学生との意見交換会 

 ２）カリキュラム改善（Curriculum Development）  

学部，学科，課程，コース等において提供されるカリキュラムや教育プログラムをより良いものにするための取組

です。具体的には，カリキュラム・ポリシーの制定，授業科目の新設・改廃，授業科目間 の関連性の検討，カリキュ

ラムの現状診断・評価・開発，またこれらに関わるセミナーなどがこれにあたります。  

〈ＳＰＯＤでの取組例〉 

・ＦＤ担当者研修 

 ・カリキュラム改善に関するセミナー 

〈各大学での取組例〉 

 ・カリキュラム・ポリシー制定に関する学内ＦＤ研修会  

・カリキュラム・ポリシーに対応した各授業科目の授業内容の検討 

・カリキュラム・マップの作成 ・副専攻制導入の検討  

 ３）組織の整備・改革（Organizational Development） 

教育・学生支援に関わる組織の構造や組織間の関係をより機能的なものにするための取組です。具体的には，教育・

学生支援に関わる委員会の設置・改廃，各委員会の役割の検討，組織の現状診断・評価・ 再編，組織間での連携協力，

管理職等を対象とした各種研修会がこれにあたります。   

〈ＳＰＯＤでの取組例〉 

・ＦＤ担当者研修 

・講師派遣事業によるコンサルティング 

〈各大学での取組例〉  

・ＳＰＯＤに関するＦＤ実施体制の構築  

・ＦＤ委員会等組織の見直し  

・学科・コースの再編及びそれに伴う教員の再配置 

・教育重点型教員の配置 

 １），２）においては，組織レベルのみならず教員個人レベルにおける取組も重要です。そして，１），２），３）

いずれにおいても，常にＰＤＣＡサイクルを意識して，持続的に改善を図る姿勢が肝要であると考えます。  

 【ＳＰＯＤ−ＦＤプログラムのレベルについて】 

資料１－１
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国立教育政策研究所が開発したＦＤマップを利用して，本ガイドブックに掲載されているＳＰＯＤ―ＦＤプログ

ラムのレベル分類をおこなっています。ＦＤマップとは，ＦＤプログラムを体系的に整理できる枠組です（図参照）。

ＦＤマップでは，横軸にＦＤプログラムを実施する対象を示し，「ミクロ・レベル（授業・教授法の開発）」「ミド

ル・レベル（カリキュラム・プログラム開発）」「マクロ・レベル（組織の教育環境・教育制度の開発）」に分類し

ています。そして縦軸にＦＤを実施する対象者の能力開発の 段階を示し，「Ⅰ．導入（気づく・わかる）「Ⅱ．基本

（実践できる）」「Ⅲ．応用（開発・報告できる）」「Ⅳ． 支援（教えられる）」と４つのフェーズに分かれていま

す。   

本ガイドブック「テーマ別索引」（p.●）に，各プログラムのレベルとフェーズを提示しておりますのでご参照くだ

さい。※ 

 

 

 

（２）ＦＤプログラムの内容 

ＦＤプログラムは主に，１）ＦＤ担当者の養成，２）新任教員研修，３）ティーチング・ポートフォリオに関する研

修，４）その他各種研修で構成されています。 

 

１）ＦＤ担当者の養成 

以下の研修等を実施し，各加盟校において，より主体的なＦＤ活動を行うことのできるＦＤ担当者の養成を行いま

す。 

・ＦＤ担当者研修 

 

２）新任教員研修 

教員としてのキャリアパスの早期において基礎的な内容を学習できる新任教員等向けの研修を実施・公開します。

このプログラムは，どのコア校が主催する新任教員研修を受講しても同様の効果が得られるよう，標準化されていま

す。 

・授業設計ワークショップ 

・よりよい授業のためのＦＤワークショップ 

・授業デザインワークショップ 

・学生の学びを支援する授業準備ワークショップ 

 

３）ティーチング・ポートフォリオ研修 

各自の教育活動を振り返り、自身の教育理念、課題などを整理し教育力向上、意識改革の一助となる「ティーチン

グ・ポートフォリオ」（教育業績記録）作成に関するワークショップを実施・公開します。 

・ティーチング・ポートフォリオ作成ワークショップ，更新ワークショップ 

・アカデミック・ポートフォリオ作成ワークショップ 

 

４）その他各種研修 

各加盟校で実施するプログラムを相互に公開し，参加を促進します。 

・アクティブ・ラーニングに関するプログラム 

・学生の学びの支援に関するプログラム 

・ＩＣＴに関するプログラム 

・教学ＩＲに関するプログラム  

・学習評価に関するプログラム  

※ガイドブック以外には，次のとおり掲載予定 

「各プログラムのレベルとフェーズについては，

研修プログラムガイドをご参照ください。」 
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（１）SPOD における SD とは 
SPOD における SD は，四国内の大学，短期大学，高等専門学校（以下，大学等という）

の職員が組織的に共同開発した職員養成プログラムを実施し，大学等のジェネラリストと

しての広汎な素養に加え，スペシャリストとして特定分野の能力開発を行うことにより，

高等教育のプロフェッショナルを育成する取組です。

 大学設置基準において，「大学は，当該大学の教育研究活動等の適切かつ効果的な運営を

図るため，その職員に必要な知識及び技能を習得させ，並びにその能力及び資質を向上さ

せるための研修（第 25 条の３に規定するものを除く。）の機会を設けることその他必要な

取組を行うものとする。」という条文が加えられました。SPOD における SD は，この条文

に書かれた研修の機会を大学間で連携して提供するものです。

その特徴として次の３点が挙げられます。

第一に，大学等間で協力して SD プログラムを開発・実施することで，多様な研修プログ

ラムの機会を提供していることです。キャリア段階別研修，職務別能力開発研修など個々

の職員のニーズに合った研修を提供しています。

第二に，大学等を越えた交流促進へ寄与することです。研修には SPOD 加盟校の職員で

あれば参加できるため，大学等での取組の工夫や課題を参加者間で共有することができま

す。 

第三に，継続性が念頭に置かれていることです。SD コーディネーターの養成や講師養成

研修などにより研修の担い手を育成することで，SPOD や各大学等の自立的な SD を継続

的に実施できるように支援しています。

（２）SD プログラムの内容 
SD プログラムは，１）キャリア段階別研修，２）職務別能力開発研修，３）次世代リー

ダー養成ゼミナール，４）SD コーディネーター及び SD 講師の育成，５）各大学等の職員

能力開発の５つの柱で構成されています。

１）キャリア段階別研修

 新任職員・若手職員から管理職員までのキャリア段階別研修として「大学人・社会

人としての基礎力養成プログラム研修（レベルⅠ～レベルⅢ）」を実施しています。こ

の研修では，職務遂行力（テクニカルスキル），人間力（ヒューマンスキル），管理・

運営力（マネジメントスキル）の３領域の能力開発を目指しています。また，全職員

の共通研修としてハラスメント研修等を実施しています。そのほかに，学長や役員も

対象としたトップリーダー研修も年に１回程度開催しています。

着任早々の新任職員対象のプログラムは，四国４県から対象職員が参集し，大学職

員・社会人としての基礎から学びます。その後，段階を追うごとに部下及び上司との

関係性，管理職員としての視点，人材育成に資する能力を培うことなど，それぞれの

キャリア段階に応じた研修プログラムを提供しています。プログラムの受講に加えて，

参加者間の交流を通じた職員ネットワークの構築にも繋がっています。

・新任職員研修（レベルⅠ）

・若手職員研修（レベルⅠ）

・中堅職員研修（レベルⅡ）

・管理職員研修（レベルⅢ）

・共通研修

・トップリーダー研修

資料１－２
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２）職務別能力開発研修 
  職務別能力開発研修として以下の３領域の研修を実施しています。プログラム構築

の過程で各職務に応じた目標設定や内容を厳選しており，実践に応じたプログラムの

提供に努めています。研修レベルも新任職員（レベルⅠ）から管理職員（レベルⅢ）

までの段階を追った構成になっています。 
  ・学務系職員養成研修 

・社会連携系職員養成研修 
・国際連携系職員養成研修 

 
 ３）次世代リーダー養成ゼミナール 
   次代のトップリーダーとして大学等の経営を担うために必要な「理論」「技能」「態

度」を段階的に学び・修得する 140 時間を超える総合研修プログラムを提供していま

す。本ゼミナールは，二年間で 8 回の日程（2 泊 3 日の合宿形式）で実施しており，プ

ログラムは，「講義」「プロジェクト」「SD 実践」の 3 つの柱で構成されています。受

講者は各大学等の学長から推薦を受けた少数精鋭の職員です。受講対象者は，SPOD
加盟校の職員としていますが，定員に達していない場合は，SPOD 加盟校外の職員を

受け入れます。 
   
 
４）SD コーディネーター及び SD 講師の育成 
  SPOD では，各大学等の SD の自立的運営を目指しており，受講者が講師として必

要な知識・技能・態度を身に付け，次期の SD プログラム講師を務めることができる研

修プログラムを提供しています。 
  SD コーディネーターの養成プログラムや次世代リーダー養成ゼミナールを修了し

た者で，以下の認定基準を満たし，諸手続を経て審査に合格した者には，SPOD-SDC
資格が認定されます。SPOD-SDC に認定を受けた者は，所属大学等の SD 推進に加え

て，SPOD の新任職員研修や SPOD フォーラムなどで研修講師としても活躍していま

す。 
  ・講師養成研修 
  ・SD コーディネーターの養成 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５）各大学等の職員能力開発支援 
  SPOD では，以下の４つの取組により各大学等の能力開発を支援しています。 
  スタッフ・ポートフォリオは，職員個人のキャリア形成のためのポートフォリオを

作成し，個人のビジョン・ゴールを明確にします。その過程で所属組織のビジョンや

組織内での自身の立ち位置を意識することで組織的な活性化をも支援します。 
  また，各大学等の SD 支援として，SD に関わる相談に応じるコンサルティングや実

SPOD-SDC の資格認定基準 
 
１．ＳＰＯＤ－ＳＤ（又は自大学におけるＳＤ）講師を務めることができる。 

  ２．職員のキャリアプランニングをサポートすることができる。 
  ３．大学等における職員人材育成ビジョンの構築方法について説明することができる。 
  ４．大学等におけるＳＤプログラムの企画・立案ができる。 
  ５．スタッフ・ポートフォリオの有益性を説明することができる。 

4



際に SD 研修を行う講師派遣などを行っています。年に１回開催する SPOD フォーラ

ムでは，実践で必要とされるテーマを設定し，SPOD 内外の講師による講義及び演習

を交えたプログラムを提供しています。 
  ・スタッフ・ポートフォリオ作成 
  ・講師派遣 
  ・SPOD フォーラム 
  ・コンサルティング 
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平成２７年度ＳＰＯＤ事業評価委員会からの指摘事項に対する対応状況について（案） 

「四国地区大学教職員能力開発ネットワーク」（以下「ＳＰＯＤ」という。）では，四国地区大学教職員能力開発ネ

ットワーク規約（以下「規約」という。）第１１条及び事業評価委員会要項に基づき，ＳＰＯＤ事業に対して評価を行

い，ＳＰＯＤ実施事業の改善に資することを目的として，事業評価委員会を実施している。 

平成２７年度は，平成２８年３月１０日に事業評価委員会を実施し，事業評価委員からは，ＳＰＯＤ事業の中長期

的方針や四国４県でのＳＰＯＤフォーラム持ち回り開催の決定等について高い評価をいただいたが，下記「Ⅰ平成 

２７年度事業評価委員会からの指摘事項について」のとおり，今後の取組を推進する上での課題等について指摘があ

った。このためネットワークコア運営協議会（以下「コア運営協議会」という。）において対応を協議し，「Ⅱ平成

２８年度の対応状況について」のとおり対応を行った。

Ⅰ 平成２７年度事業評価委員会からの指摘事項について 

１．ＦＤ・ＳＤに関する調査・研究の実質化 

・職員がＳＰＯＤの研修を受けて，具体的にどのような業務で成果を挙げることができたか，何を改革するこ

とができたかを検証してはどうか。 

・研究テーマにある連携の効果や組織変容の検証はＦＤであれ，ＳＤであれ，重要なポイントである。 

２．「ＳＰＯＤの将来構想」の具体化 

・ＳＰＯＤ内講師派遣の今後のあり方について 

・ＦＤ焦点化の方向性について 

・ＳＤ義務化の法制化を踏まえたＳＰＯＤ内での「ＳＤ」の規定の再考について 

３．ＳＰＯＤ事業・運営の各加盟校の関わりについて 

・各加盟校の自律（立）的運営への促進のためのＦＤ担当者養成，ＳＤＣ養成は引き続き重要な課題である。

一方で，コア校（国立４大学）ネットワークに加盟校がぶら下がるような階層構造を生むといった懸念もある。 

・コア校以外の加盟校，私立大学の関わりが見えづらい。

Ⅱ 平成２８年度の対応状況について 

１．ＦＤ・ＳＤに関する調査・研究の実質化 

平成２７年度まで，ＦＤ，ＳＤ各専門部会で組織変容等の調査・研究内容を検討してきたが，今年度以降，調査・

研究の内容について再度検討し，以下のとおり調査・研究を進めた。 

（１）ＦＤに関する調査・研究について 

ＦＤ専門部会では，高知大学が中心となって検討している「組織変容に関する調査・研究」を発展させて実施

した。各加盟校で開催されるため組織への影響が大きいと考えられるＳＰＯＤ内講師派遣プログラムについて，

これまでのアンケート結果の分析等を行った結果，教員の授業改善につながっていることが明らかになった。ま

た，ＳＰＯＤ内講師派遣による研修を受講した教員が，その成果を活かして，自大学の研修を実施した私立大学

があるなど，教員の意識と行動変容を含めた効果が期待できることも示唆された。これらの検証結果は，同調査・

研究の主担当である高知大学がＳＰＯＤフォーラムのポスターセッションで発表を行ったほか，平成２９年３月

に開催される京都大学大学教育研究フォーラムで発表する（予定）。 

（２）ＳＤに関する調査・研究について 

ＳＤ専門部会では，愛媛大学が中心となって，職員によるＳＤ講師実践とその成果検証を行った。「大学人・

社会人としての基礎力養成プログラム研修」等のプログラムは，講師養成研修や次世代リーダー養成ゼミナール

修了生等国公私立大学の職員が講師を担っているが，その育成プロセスと，それによって得られた成果等を検証

資料２
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した。 

講師は,自ら研修コンテンツを開発し,ＳＤＣなどの指導者からレクチャーを受け,研修内容や教授法を改善し

た上で，研修を実施している。研修の講師となった職員からは，「スキル向上を図ることができた」「自分の担っ

た研修は業務にも有効で，実践後の仕事の取り組み方が改善された」等の意見があった。また，調査対象の講師

全員が，引き続き職員が講師を担う研修を継続すべきとの意見であることが明らかとなり，今後も職員が講師を

担当する研修を継続的に取り組むための改善点等を見出しながら引き続き検討していく予定である。なお，本研

究については，９月に慶應義塾大学で開催された大学行政管理学会において研究発表を行ったほか，平成２９年

３月に開催される京都大学大学教育研究フォーラムで発表する（予定）。 

 

 

２．「ＳＰＯＤの将来構想」の具体化 

平成２７年度総会で了承された「ＳＰＯＤの将来構想」で決定した方針のうち，（１）ＳＰＯＤ内講師派遣，（２）

ＦＤの取り組みの焦点化，（３）安定的な財政基盤の維持について，コア運営協議会等で議論を進めた。また，以

下（４）のとおりＳＰＯＤの「ＦＤ」および「ＳＤ」の取組について改めて検討した。 

 

（１）「ＳＰＯＤ内講師派遣」について 

中期的方針「ＳＰＯＤ内講師派遣」については，調査・研究の結果，加盟校からの評価も高く，組織等に与え

る影響も大きいと考えられる。これらの調査結果を踏まえ，同事業を継続的に実施できるよう，講師養成を行い，

今年度新たに４名の教職員が講師として派遣された。今後も引き続き講師養成を進めるとともに，特定の講師に

負担が集中することがないよう，各県で複数講師が担当できるプログラムを増やす予定である。 

また，ＳＤの義務化に対応し，ファシリテーションやコーチング，データを活用した教育改善など，業務改善

に関するプログラムを充実させた。 

さらに，松山東雲女子大学・松山東雲短期大学で実施した「ＳＰＯＤ課題発見コンサルテーション」では，本

プログラムでの議論が発端となり，教職協働などをテーマとした学内ワークショップを開催するとともに，新た

なＳＤ委員会規程作成に向けた動きも見られるなど，プログラムの波及効果が見られた。 

今後も各加盟校の組織背景やＦＤ・ＳＤ活動の状況等を把握し，加盟校の実情に即したプログラムを提供でき

るよう取り組んでいく。なお，近年の動向を踏まえ，次年度は，多様化する現代学生への学生支援に関するプロ

グラムを実施する予定である。 

（２）「ＦＤの取り組みの焦点化」について 

長期的方針「ＦＤの取り組みの焦点化」については，８月にＦＤ担当者研修を実施し，加盟校６校から１１名

（国立大学３校８名，公立大学２校２名，私立大学・短期大学１校１名）の参加があった。受講者からは，    

「ＦＤ研修を企画していく基礎的な知識を得ることができた」などの意見があり，各大学におけるＦＤ担当者の

養成支援を充実させることができた。 

また，７月，９月に愛媛大学で，３月に徳島大学（予定）でティーチング・ポートフォリオ作成ワークショッ

プ，愛媛大学で７月にティーチング・ポートフォリオ更新ワークショップ，９月にアカデミック・ポートフォリ

オ作成ワークショップを実施し，加盟校７校から２３名（国立大学２校１７名，公立大学１校１名，私立大学・

短期大学２校３名，高等専門学校２校２名）の参加があった。受講者からは，「授業において改善できる所，ど

う改善を図るかについて考える良い機会となった」「今までの自分自身の教育を振り返ることで今後の課題も具体

的に見つけることができた」等の意見があり，各加盟校教員の授業改善や教育力向上の一助となった。 

（３）「安定的な財政基盤の維持」について 

長期的方針「安定的な財政基盤を維持する」については，ＳＰＯＤ加盟校以外の参加者から徴収する研修料の

見直しなどについてコア運営協議会で検討した。ＳＰＯＤフォーラムが全国高等教育機関に周知されていること

やＳＤ義務化への対応など，今後もフォーラムを始めとする各種プログラム参加への需要が見込まれること，  

ＳＰＯＤ発足当時，加盟校以外の教職員の参加を促すために研修料を安価に設定した経緯を踏まえ，ＳＰＯＤプ

ログラムの研修料を見直すことを平成２９年３月に開催する総会にて審議する。 

（４）ＦＤ及びＳＤの取組内容の見直しについて 

大学設置基準で規定されたＳＤの定義に対応するため，ＳＰＯＤにおけるＦＤ及びＳＤの取組内容を整理して

見直した。見直した内容は，次年度のプログラムガイド及びホームページに掲載する。また,「将来構想」の内容

を踏まえ，コア運営協議会等で検討の上，ＳＰＯＤの紹介チラシを再作成し，各加盟校及び関係各機関に配付し

た。 
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３．ＳＰＯＤ事業・運営の各加盟校の関わりについて 

ＳＰＯＤ事業の運営に当たっては，規約等に基づき，コア校が中心となってＳＰＯＤ事業を実施している。一方

で，以下（１）のとおりコア校以外の各加盟校がＳＰＯＤ事業やＳＰＯＤの枠組みを積極的に利用し，主体的に取

り組んでいる実例もあり，これらの事例を学会等で情報発信した。また，以下（２）のとおり，各加盟校の自律（立）

的運営への促進のため，ＳＰＯＤ－ＳＤＣの輩出やＦＤ担当者研修等を実施した。 

 

（１）コア校以外の各加盟校のＳＰＯＤ運営への関わり・連携について 

ＦＤプログラムでは，今年度は５名の阿南工業高等専門学校教員がティーチング・ポートフォリオ作成ワーク

ショップやＳＰＯＤ内講師派遣の講師を担っており，高専に特化した内容のみならず，様々なプログラムを提供

し，ＳＰＯＤ事業に寄与している。 

ＳＤプログラムでは，大学人・社会人としての基礎力養成プログラムやＳＰＯＤフォーラムプログラムにおい

て，次世代リーダー養成ゼミナール修了生や講師養成研修受講者など，加盟校９校から１９名（国立大学４校１

４名，公立大学１校１名，私立大学・短期大学３校３名，高等専門学校１校１名）の職員が講師を担当した。と

りわけ，各コア校の持ち回りで開催している「大学人・社会人としての基礎力養成プログラム（レベルⅠ・新任

職員研修）」は，今年度高知大学で開催され，コア校の高知大学，愛媛大学に加え，高知県内の公立大学，高等専

門学校の職員が講師を担当するなど，コア校以外の職員が講師としてＳＰＯＤ事業の実施に関わっている。この

ように，職員が講師となって次世代の職員を育成するサイクルは，「将来構想」中期的方針のＳＤ取組内容「講師

養成によるＳＤの継続的な実施」を実現する上で欠かすことのできないものである。ＳＤプログラムに関するこ

れらの事例については，前述１（２）のとおり，大学行政管理学会で発表を行った。 

また，四国大学と徳島工業短期大学では，共同ＳＤ研修の実施や四国大学主催のＦＤ研修に徳島工業大学の教

員が参加するなど，加盟校間同士の連携も促進された。 

ＳＰＯＤフォーラムでは，開催県のコア校以外の職員もその運営に携わっている。今年度は，愛媛県内加盟校

５校から１６名（公立大学１校３名，私立大学・短期大学３校１１名，高等専門学校１校２名）が運営スタッフ

として携わり，大学の設置形態を超えた連携協力により円滑な運営を行うことができた。また，平成２７年度総

会で了承された「ＳＰＯＤフォーラムの持ち回り」についても，開催県内の加盟校と連携して実施することとし

ており，開催県内の各加盟校及びコア校との連携がより強化されることが期待される。 

（２）各加盟校の自律（立）的運営への促進について 

ＳＰＯＤ－ＳＤＣについて，今年度徳島文理大学から職員１名，愛媛大学から教員１名，職員１名の合計３名

の認定を行った。徳島文理大学職員は，私立大学職員として初めてのＳＰＯＤ－ＳＤＣ授与者となった。徳島文

理大学，愛媛大学の職員は，次世代リーダー養成ゼミナールの修了生であり，修了後も学内外の講師を務めるな

ど，学内及びＳＰＯＤ事業においてＳＤの中心的存在となっており，ＳＰＯＤ－ＳＤＣとして認定された。また，

前述２（２）のとおり，ＦＤ担当者研修を実施することにより，各大学におけるＦＤ担当者の養成支援を充実さ

せた。さらに，前述２（１）のとおり，ＳＰＯＤ内講師派遣事業「ＳＰＯＤ課題発見コンサルテーション」をき

っかけに学内研修の実施や，ＳＤ委員会規程作成検討へつながる加盟校もあるなど組織への波及効果が見られた。 

今後も，コア校のみならず様々な設置形態の教職員に対するＳＰＯＤ－ＳＤＣの輩出を促進するとともに，  

ＦＤ担当者研修やコンサルティングに関するプログラムを継続的に実施し，各加盟校の自律（立）的運営への一

助となることを目指す。 
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平成２８年度「四国地区大学教職員能力開発ネットワーク」総会 

及びＦＤ／ＳＤ分科会 実施要項 

主   催：四国地区大学教職員能力開発ネットワーク（ＳＰＯＤ） 

日   時：平成２９年３月３０日（木）  １３：００～１６：００ 

出 席 者：（総会）加盟校各大学長、短期大学長、高等専門学校長等

 （ＦＤ／ＳＤ分科会）加盟校 ＦＤ／ＳＤ担当者等 

場   所：（総会）愛媛大学城北キャンパス総合情報メディアセンターメディアホール 

（ＦＤ／ＳＤ分科会）愛媛大学城北キャンパス愛大ミューズ３階Ｍ３２,３３ 

【総 会】 

１３：００ 開会挨拶 ＳＰＯＤ会長：愛媛大学長 

１３：０５ 平成２８年度の「四国地区大学教職員能力開発ネットワーク」事業の

実施状況について（２５分）

１３：３０ 平成２９年度の「四国地区大学教職員能力開発ネットワーク」事業の

運営等について（３０分） 

１４：００ 質疑応答（３０分）

１４：３０ 閉 会

【ＦＤ／ＳＤ分科会】※ＦＤ分科会及びＳＤ分科会を２箇所で実施 

１５：００ 各加盟校での取り組み状況の報告 

今後の具体的な事業の進め方にについて 

 意見交換 など 

１６：００ 閉会 
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平成２８年度「四国地区大学教職員能力開発ネットワーク」会計監査実施について 

１．日 程 平成２９年３月１４日（火）１４：００～１５：００ 

場 所 愛媛大学城北キャンパス愛大ミューズ３階ミーティングルーム 

出席者 （監事）高松大学・高松短期大学長 佃 昌道 

２．日 程 平成２９年３月３０日（水）１０：３０～１１：３０ 

場 所 愛媛大学城北キャンパス愛大ミューズ３階ミーティングルーム 

出席者 （監事）愛媛県立医療技術大学長 橋本 公二 

対 応 者：小林企画・実施統括者（愛媛大学），ＳＰＯＤ事務局 

実施内容 ：①平成２８年度事業予算執行状況報告 

②平成２８年度事業実施状況報告

③質疑応答

※会計監査結果については，平成２９年３月３０日（木）開催のＳＰＯＤ総会に

おいて橋本愛媛県立医療技術大学長に報告を依頼予定。 
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平成２８年度「四国地区大学教職員能力開発ネットワーク」（ＳＰＯＤ） 

事業評価委員会実施要項 

（趣旨） 

平成２８年度における「四国地区大学教職員能力開発ネットワーク（ネットワーク略

称＝ＳＰＯＤ）」の活動内容や前年度の評価委員からの指摘事項に対する改善状況

について，実績報告書をもとにＳＰＯＤ事業評価委員会委員から評価を行ってい

ただき，今後の事業推進に役立てる。 

（主催） 

四国地区大学教職員能力開発ネットワーク 

（日時） 

平成２９年２月６日（月）１３：３０～１７：３０ 

（場所） 

愛媛大学城北キャンパス愛大ミューズ３階会議室（松山市文京町３番）（予定） 

（参加予定者） 

ＳＰＯＤ事業評価委員会委員 

福島委員（追手門学院大学），田中委員（東京工業大学）， 

桂委員（大学コンソーシアム京都） 

 ＳＰＯＤ関係者 

ネットワークコア校のＳＰＯＤ－ＦＤ／ＳＤ担当者 

（事務担当） 

愛媛大学教育学生支援部教育企画課（ＳＰＯＤ事務局） 
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はじめに 

 「四国地区大学教職員能力開発ネットワーク」（ネットワーク略称：ＳＰＯＤ）は，四国内のＦＤ・Ｓ

Ｄ事業の効率化・高度化・実質化を行うことにより，学生の豊かな学びと成長を支援する実践的力量をも

った高等教育のプロフェッショナルを輩出し，教育の質向上に資することを目的として，平成２０年度に

設立された。設立から９年目を迎える今年度は，昨年度総会で承認されたＳＰＯＤ将来構想に基づき，Ｓ

ＰＯＤにおけるＦＤ・ＳＤの取組内容を見直した。また，ＦＤ・ＳＤに関する調査研究では，ＳＰＯＤ事

業による組織変容や，職員による講師実践とその成果検証に関して研究を行い，学会やフォーラムにおい

て研究成果を発表した。以下，事業計画の項目に沿って，それぞれの達成状況を概観していく。 

（１）ＳＰＯＤ共通事業 

①ＳＰＯＤフォーラム

あらゆる立場の教職員が，その場でスキルアップにつながるような実践的なプログラムを提供すること

を目的として，８月に愛媛大学において「ＳＰＯＤフォーラム２０１６」を開催した。全体テーマ「経験

を学びに変える」のもと，３日間で全３８講座を開講した（ポスターセッションを除く）。「経験から学

ぶ力を育てる」「経験学習入門」「ラウンドテーブル 学生の経験を学びに変える」といった全体テーマに

直接関連したプログラムはもちろんのこと，時代のニーズや過去のアンケートから求められている多様な

内容を取り上げプログラムを実施した。 

シンポジウムでは，「経験を学びに変える教育と能力開発」をテーマに，シンポジスト３名による講演

及びパネルディスカッションを実施した。講演では主に各大学における実践事例の紹介があり，その後フ

ロアを交えパネルディスカッションを行った。全体を通して，「どのように学生の経験を主体的な学びに

変えることができるか」「学生の学びを支援する教職員にはどのような能力開発が求められるか」という

２つのアプローチから，現状と課題を参加者と共有した。参加者からは，「学生と職員の交流が及ぼす効

果を今後活用してみたいと思った」「学生の能動性を高める働きかけ，教育的介入について自分なりに理

解できたことが良かった」等のコメントがあった。シンポジウムの講演記録は●～●ページに掲載してい

る。 

トップリーダーセミナーでは，「大学ガバナンスとリーダーシップ」を実施した。本セミナーは，大学

等の経営管理を担うために必要な情報を収集し，トップリーダーとしての能力を高めることを目的として

おり，全国から８７名の教職員が参加した。受講者からは，「ガバナンスとリーダーシップについて時系

列に簡潔かつ充実したまとめがされていて，知識の整理に大変役立つ内容でした。」等の意見があった。 

 また，昨年度から実施しているポスターセッションを今年度も初日の夕方に実施し，加盟校内外から２

７組（うち加盟校（代表発表者の所属）１１，加盟校外１６）の取組発表があった。参加者からは，「ポ

スターセッションで他大学の取り組みを知ることができた」とのコメントがあるなど，参加者間の情報交

換の場としても大いに活用された。 

本フォーラムには加盟校の教職員を中心に全国から５０３名（延べ１，４６９名）の参加があり，フォ

ーラム終了３週間後からWeb 回答形式で実施したアンケートでは，回答者の約８６％から「フォーラムで

得た知識やスキルを活用している」と回答があった。また，過去最高となる約９９％から「満足」という

評価を得た。事後アンケートでは「ＳＰＯＤフォーラムへの要望」についても同時に調査しており，今年

度は昨年度までの要望を反映して人気の高いプログラムを２回開講したり，１コマ３時間枠プログラムを

設ける等の対応をした。また，今年度から申込みフォームのシステムを改善し，定員に達し次第自動的に

申込みを締め切る機能を追加した。このことにより最新の受付状況を申込みフォームから随時確認できる

ようになったほか，受講者への申込み受付完了の連絡をよりスムーズに行うことができた。 

なお，今年度の参加者からの要望では，「加盟校外教職員の申込み枠を設けて欲しい」等の意見が寄せ

られた。今年度フォーラム参加者の割合は，昨年度同様，加盟校外教職員が約４割を占めており，本フォ

ーラムが全国に定着していることが伺えることから，希望するプログラムを可能な限り受講できる方法が

資料１０
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ないか等，今後ＳＰＯＤネットワークコア運営協議会（以下「コア運営協議会」という）において検討し，

次年度以降の運営改善の参考とする予定である。なお，アンケート結果及び参加者からの要望等について

は●～●ページに詳細を掲載している。 

フォーラムの運営については，開催校の愛媛大学のみならず，愛媛県内各加盟校の職員が運営スタッフ

として携わるなど，設置形態を超えた連携協力により円滑に実施された。また，教職員の人事交流の場と

しても活用された。 

 

②ＳＰＯＤ内講師派遣 

加盟校単位（１法人に複数大学・短期大学・短期大学部が併設されている場合は１法人あたり１回）で

希望するプログラムについて，ＳＰＯＤから講師を年１回派遣するＳＰＯＤ内講師派遣事業を実施し，コ

ア校及び阿南工業高等専門学校に所属する講師１４名を２２機関に派遣した。うち２機関が遠隔テレビ会

議システムを用いて，開催校の他キャンパスへ遠隔配信を行いながら実施した。本事業によって，ＦＤセ

ンターやＦＤ担当専任教員の配置が困難な小規模校においても，自大学において各種研修プログラムの開

講が可能となっている。プログラム決定にあたっては，各加盟校におけるＦＤ・ＳＤ活動等の方針に沿っ

て活用されるよう，希望プログラムを選択した経緯や今後の各校のＦＤ・ＳＤ活動の見通し，研修の目的

や目標等について調査を行い，各校への派遣プログラムを決定した。 

本事業は，後述③に記載の調査研究の結果，加盟校からの評価も高く，組織等に与える影響も大きいと

考えられる。これらの調査結果を踏まえ，同事業を継続的に実施できるよう，講師養成を行い，今年度新

たに４名の教職員が講師として派遣された。今後も引き続き講師養成を進めるとともに，特定の講師に負

担が集中することがないよう，各県で複数講師が担当できるプログラムを増やす予定である。 

また，ＳＤの義務化に対応し，ファシリテーションやコーチング，データを活用した教育改善など，業

務改善に関するプログラムを充実させた。さらに，ＦＤ・ＳＤを効果的に進めるためのコンサルティング

プログラムを設け，６月に松山東雲女子大学・松山東雲短期大学で「ＳＰＯＤ課題発見コンサルテーショ

ン」を実施した。本プログラムでの議論が発端となり，教職協働などをテーマとした学内ＦＤ・ＳＤワー

クショップの開催や，新たなＳＤ委員会規程作成に向けた動きも見られるなど，プログラムの波及効果が

見られた（●ページ参照）。 

今後も各加盟校の組織背景やＦＤ・ＳＤ活動の状況等を把握し，加盟校の実情に即したプログラムを提

供できるよう取り組んでいく。なお，近年の動向を踏まえ，次年度は，多様化する現代学生への学生支援

に関するプログラムを実施する予定である。 

 

③ＦＤ・ＳＤに関する調査研究 

 ＦＤ専門部会では，ＳＰＯＤ事業が加盟校へ及ぼす組織変容について明らかにすることを目的に，高知

大学が中心となって調査研究を行った。具体的には，平成２５～２７年度に実施されたＳＰＯＤ内講師派

遣プログラム（ＦＤプログラム）のアンケート結果から，「講師派遣事業により，学内でどのような成果

や変化がありましたか」という質問項目を，カークパトリックの４段階評定を基にした分類に分け検討し

た。分類の定義と検証結果を併せて見ていくと，レベル１（反応）は「内容の理解度と満足度が表記され

ている」で８校（１９％），レベル２（学習）は「知識・スキルの習得度が表記されている」で１０校（２

３％），レベル３（行動）は「学習内容が現場で活用されている活用度や教員の行動変化が表記されてい

る」で１９校（４５％），レベル４（結果）は「講師派遣事業後の行動変容に関わる結果が表記されてい

る，変化後の結果が表記されている」で２校（４％）であり，全体の９１％から派遣事業により成果や変

化があったとの回答を得ている。本研究から，ＳＰＯＤが組織変容に及ぼす効果の一つとして，教員の授

業力向上や授業改善につながっていることが明らかになった。また，本事業実施後，その成果を活かして，

自大学の研修を実施した私立大学があるなど，教員の意識と行動変容を含めた効果がみられた加盟校もあ

った。以上のように，本事業は教員の授業改善ニーズとマッチしており，年１回程度の定期的な派遣によ

り持続可能な研修制度を提供でき，教員組織の変容を促す役割を担っていることが示唆された。なお，本
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研究については，８月に愛媛大学で開催されたＳＰＯＤフォーラム２０１６においてポスター発表を行い，

３月に京都大学で開催予定の第２３回大学教育研究フォーラムにおいて発表予定である。ＳＰＯＤフォー

ラム２０１６で発表したポスターは●～●ページに掲載している。 

ＳＤ専門部会では，愛媛大学が中心となって，職員によるＳＤ講師実践とその成果検証を行った。「大

学人・社会人としての基礎力養成プログラム研修」等のプログラムは，講師養成研修や次世代リーダー養

成ゼミナール修了生等国公私立大学の職員が講師を担っているが，その育成プロセスと，それによって得

られた成果等を検証した。講師は,自ら研修コンテンツを開発し,ＳＤＣなどの指導者からレクチャーを受

け,研修内容や教授法を改善した上で，研修を実施している。研修の講師となった職員からは，「スキル向

上を図ることができた」「自分の担った研修は業務にも有効で，実践後の仕事の取り組み方が改善された」

等の意見があった。また，調査対象の講師全員が，引き続き職員が講師を担う研修を継続すべきとの意見

であることが明らかとなり，今後も職員が講師を担当する研修を継続的に取り組むための改善点等を見出

しながら引き続き検討していく予定である。なお，本研究については，９月に慶應義塾大学で開催された

大学行政管理学会において研究発表を行った。大学行政管理学会で発表した研究内容は●～●ページに掲

載している。 

 

④ＳＰＯＤ将来構想 

昨年度総会で承認された「ＳＰＯＤの将来構想」（●ページ参照）に基づき，ＳＰＯＤ事業を実施する

とともに，具体的検討を行った。より多くの意見を得られることが見込まれるため，今年度は以下のとお

りコア運営協議会等で将来構想に関する中長期的方針について具体的に検討した。 

「ＳＰＯＤの将来構想」及び大学設置基準で規定されたＳＤの定義に対応するため，コア運営協議会で

検討の上，ＳＰＯＤにおけるＦＤ及びＳＤの取組内容を整理して見直した。見直した内容は，次年度のプ

ログラムガイド及びホームページに掲載する。また,ＳＰＯＤの紹介チラシを再作成し，各加盟校及び関係

各機関に配付した。 

中期的方針「ＳＰＯＤ内講師派遣」については，加盟校からの評価も高く，組織等に与える影響も大き

いと考えられるため，前述②（●ページ参照）のとおり，同事業を継続的に実施できるよう，プログラム

内容の見直し等を行った。また，長期的方針「ＦＤの取り組みの焦点化」については，後述（２）の①（●

ページ参照）のとおり，愛媛大学で８月にＦＤ担当者研修を実施し，各大学におけるＦＤ担当者の養成支

援を充実させることができた。 

長期的方針「安定的な財政基盤を維持する」については，ＳＰＯＤ加盟校以外の参加者から徴収する研

修料の見直しなどについてコア運営協議会で検討した。ＳＰＯＤフォーラムが全国高等教育機関に周知さ

れていることやＳＤ義務化への対応など，今後もフォーラムを始めとする各種プログラム参加への需要が

見込まれること等の状況を踏まえ，ＳＰＯＤプログラムの研修料を見直すことを平成２９年３月に開催す

る総会にて審議する。 

 

⑤情報提供サービス 

 ＳＰＯＤでは，活動内容やその成果の周知のため「研修プログラムガイド」「活動報告書」「ホームペ

ージ更新・管理，メールマガジンの発行」等を中心に情報提供を行っている。以下に各詳細を記載する。 

ア 研修プログラムライド２０１６の発行 

加盟校内で開催され，かつ加盟校教職員が相互に参加可能なＦＤ・ＳＤプログラムを網羅的に掲載した

「研修プログラムガイド２０１６」を作成し，加盟校の全教職員（約７，０００名）に配布した。これに

より，各加盟校の教職員は自分の希望するプログラムに計画的に参加することができ，１月末までに延べ

●●●●名以上の参加があった。また，ネットワーク内では遠隔テレビ会議システムを活用したプログラ

ムを３講座，ｅ－ラーニング配信によるプログラムを１講座配信し，当日対面の研修会場へ足を運べない

人も遠隔会場やインターネット上で受講できるため，多くの教職員の参加があった。 

イ 平成２８年度ＳＰＯＤ活動報告書の発行 
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今年度行ったＳＰＯＤ事業の活動をまとめた本冊子「平成２８年度ＳＰＯＤ活動報告書」を作成し，関

係各機関に配布するとともにホームページに公開予定である。なお，ネットワーク規約第１１条に基づき，

本活動報告書を基に，平成２９年２月開催のＳＰＯＤ事業評価委員会において外部委員による事業評価を

行う予定である。 

ウ ホームページ更新・管理，メールマガジンの発行 

ＳＰＯＤホームページで，ＳＰＯＤフォーラムを始めとした各種プログラムの開催情報や資料等を掲載

した。また，研修等のイベントや高等教育に関する情報発信を行うメールマガジンを，月１回程度約２８

０名の登録者に配信し，情報発信を行っている。このほか，加盟校からもイベント等の案内があり，加盟

校内において共有するなど，ネットワークを活かした情報発信を行っている。 

エ その他広報・情報提供 

昨年度総会で承認されたＳＰＯＤ将来構想に基づき，ＳＰＯＤ紹介チラシを新たに作成し，各加盟校関

係者への配布及びホームページへの掲載を行い，ＳＰＯＤの取組内容等について情報発信を行った。また，

前述③のとおり，ＦＤ・ＳＤに関する調査研究について，ＳＰＯＤフォーラムや大学行政管理学会等で研

究成果の発表を行った。さらに，教育学術新聞（発行元：日本私立大学協会）に「大学人・社会人として

の基礎力養成プログラム研修（新任職員研修）」「次世代リーダー養成ゼミナール」「ＳＰＯＤフォーラ

ム２０１６」に関する記事が掲載されるなど，全国の高等教育機関へ向けた情報発信も積極的に行った。

なお，平成２８年１２月開催の中央教育審議会大学分科会大学教育部会「大学の事務職員等の在り方につ

いて」の参考資料として，ＳＰＯＤのＳＤプログラムやフォーラムが取り上げられるなど，ＳＰＯＤの取

組は全国的にも注目されている。 

 

 

（２）ＦＤ事業 

①ＦＤ担当者研修の実施・公開 

ＦＤ を企画・運営・評価するために必要となる基礎的な知識と技能の習得を目的として，今年度から新

たに「ＦＤ担当者研修」を愛媛大学にて実施し，加盟校６校から１１名（国立大学３校８名，公立大学２

校２名，私立大学・短期大学１校１名）の参加があった。受講者からは，「ＦＤ研修を企画していく基礎

的な知識を得ることができた」などの意見があり，各大学におけるＦＤ担当者の養成支援を充実させるこ

とができた。ＦＤ担当者研修は，来年度はＳＰＯＤフォーラムのプログラムとして引き続き実施する予定

である。 

 

②新任教員研修の実施・公開 

ネットワークコア校（以下「コア校」という）では，どのコア校が主催する新任教員研修を受講しても

同様の効果を得られるよう，プログラムを標準化している。各コア校で実施した新任教員研修には，加盟

校１６校から７３名（国立大学４校５１名，公立大学３校３名，私立大学・短期大学６校１６名，高等専

門学校３校３名）の教員が参加し，アンケート回答者の約９７％から「満足」という回答を得た。 

標準化された本プログラムは，授業設計やシラバスの作成方法について主にグループワーク形式で学ぶ

ものであり，受講者からは「自分の授業の進め方について客観的な指摘をもらえた」「授業方法に着目し

た本ワークショップは，特に授業経験が浅い教員にとってとても有意義な内容だった」「グループワーク

の手法を学ぶことができたので，後期のゼミなどの少人数の授業で早速実践したいと考えている」等のコ

メントがあった。また，本プログラムは新任教員以外も受講が可能であり，「今年も担当する予定の授業

計画を再構築しなおして，学生参加型を盛り込んだものにして実施してみたい」等のコメントがあるなど，

自身の授業を見直すきっかけとなり授業改善に役立つ内容となっている。  

特に今年度は，平成２３年度に新任教員研修の内容を標準化してから５年が経過することもあり，ＦＤ

専門部会において，今年度各コア校の新任教員研修で使用した資料を共有し，プログラム内容や運営方法

等について情報交換を行った。 
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③ティーチング・ポートフォリオ研修の実施・公開 

愛媛大学及び徳島大学で「ティーチング・ポートフォリオ作成ワークショップ」を７月，９月（高専対

象），３月に開催し，加盟校４校から１９名（国立大学１校１６名，私立大学・短期大学２校２名，高等

専門学校１校１名）の教員が参加した（１月末現在）。受講後のアンケートでは，アンケート回答者全員

から「ティーチング・ポートフォリオは自身の教育改善につながる」との回答を得るとともに，「今まで

漠然としていた自身の教育理念を整理する作業は，エネルギーが必要だったが，自分自身の教育に対する

信念を明確にすることができ自信につながった」「今までの自分自身の教育を振り返ることで今後の課題

も具体的に見つけることができた」等のコメントがあり好評だった。本研修では，今後のワークショップ

で必要となるメンターの育成も目的の一つとしており，受講者のメンタリングスキルの修得のためのプロ

グラムも兼ねている。また，７月に愛媛大学にて開催した「ティーチング・ポートフォリオ更新ワークシ

ョップ」には加盟校２校から２名（公立大学１校１名，高等専門学校１校１名）の教員が参加し，９月に

愛媛大学にて開催した「アカデミック・ポートフォリオ作成ワークショップ」には加盟校２校から２名（国

立大学１校１名，私立大学・短期大学１校１名）の教員が参加した。さらに，昨年度に引き続き，ティー

チング･ポートフォリオの普及を目的として，ＳＰＯＤ内講師派遣事業において，「ティーチング・ポート

フォリオ入門～教育実践のリフレクション～」を１１月に高知県立大学にて開催し，計８名が参加した。 

 

④各種ＦＤプログラムの開発・実施 

過去のアンケート結果や教育現場の課題を踏まえ，アクティブ・ラーニングやＩＲ，シラバス作成法，

講義法，学習評価等多岐にわたるプログラムを開講した。高知大学で「はじめてみよう！アクティブ・ラ

ーニング」，香川大学で「学生参加型授業の技法」，愛媛大学で「学習評価の基本」等のプログラムを実

施した。なお，高知大学では，ＳＰＯＤ加盟校の学部生・大学院生を対象とした「ファシリテーション力

養成道場」「ＴＡ講習」といったプレＦＤプログラムを開講し，多くの学生の参加を得た。 
 

 

（３）ＳＤ事業 

①ＳＤプログラムの体系的・段階的・継続的実施     
昨年度，「大学人・社会人としての基礎力養成プログラム」のカリキュラム等について見直しを行い，

新たに「フレームワーク」及び「科目一覧（カリキュラム・マップ）」を作成した。今年度は，これらを

基にレベルⅠ～Ⅲ及び共通科目（Access 応用）の研修を実施し，合計１６５名の職員が参加した。その中

でも，「大学人・社会人としての基礎力養成プログラム研修（レベルⅠ）【新任職員研修】」は，四国地

区の国公私立大学等の新任職員が集まり，四国４県が持ち回りで開催している全国的にも例を見ない研修

となっている。今年度は高知大学で開催し，加盟校１１校から６３名（国立大学５校４８名，公立大学１

校３名，私立大学・短期大学３校８名，高等専門学校２校４名）の参加があった。大学職員として必要な

職務遂行力を身に付け，コミュニケーション等の人間力を高めると共にキャリア形成や危機管理に関する

基礎知識を学ぶことを柱に実施され，参加者からは同じ新任職員として情報交換を行うことができ，大学

の設置形態を超えた職員間のネットワーク構築にもつながったとして大変好評だった。 

さらに，本プログラムではＳＰＯＤ加盟校の教職員が講師を務めており，特にレベルⅠの研修は，主に

ＳＰＯＤ主催の「職員のための講師養成講座」や「次世代リーダー養成ゼミナール」を修了した職員が講

師となって次世代の職員を育成していることも特徴的である。この仕組みはＳＰＯＤや各大学等の自立的

なＳＤを継続的に実施していく上で大変重要であり，今年度９月１０日（土）～１１日（日）開催の大学

行政管理学会においてその成果検証について事例発表を行った。  

２年ぶりに実施した「大学人・社会人としての基礎力養成プログラム研修（レベルⅢ）」には，加盟校

１０校から２０名（国立大学４校１２名，公立大学２校３名，私立大学・短期大学２校３名，高等専門学
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校２校２名）の課長，課長補佐相当級職員が参加し，組織マネジメントや危機管理について理解を深めた。

受講者からは，管理職としての責任を再認識できたとの感想が寄せられ，他大学間の情報交換も含め有意

義な研修となったことが伺えた。 

専門職養成プログラムについては，昨年度に引き続き，ＳＰＯＤフォーラム２０１６において社会連携

系職員養成プログラム及び国際連携系職員養成プログラムを実施した。社会連携系職員養成プログラムで

は，「地域特性論」を実施し，地域課題の把握や解決に向けてのノウハウについて理論とワークの両面で

バランスよく学ぶことができたとして，受講者から高い評価を得た。国際連携系職員養成プログラムでは

「海外派遣入門」を実施し，講師の実務経験を交え，実際の資料を使用する等，具体的な内容を学ぶこと

ができたとして，非常に好評であった。 

また，経営者・管理者向けのプログラムについても同フォーラムにおいて，トップリーダーセミナー「大

学ガバナンスとリーダーシップ」及び「管理職・監督職のためのリーダーシップセミナー」を実施し，受

講者から「様々な情報を得ることができた」，「業務に生かせる内容だった」等の感想が寄せられるなど

好評であった。さらに，評価者研修についても「部下を育てる評価のコツ－自己理解と他者理解を踏まえ

て－」を同フォーラムにおいて実施した。受講後のアンケートでは，「新しい気づきがあった」，「早速

活用したい」との感想が寄せられ，人材育成につながる人事評価の在り方について理解が深まったように

見受けられた。 

７月には愛媛大学主催で「管理監督者のためのメンタルヘルス研修会」を開催した。本研修には加盟校

９校から４２名（国立大学５校２９名，私立大学・短期大学３校１２名，高等専門学校１校１名）の教職

員が参加し，メンタルヘルス不調が疑われる部下の早期発見のポイントや対処法，休職者の職場復帰支援

のポイント等について学んだ。 

また，教職員能力開発拠点（愛媛大学教育企画室）の事業として，スタッフ・ポートフォリオ作成ワー

クショップが愛媛大学で開催され，ＳＰＯＤ加盟校の職員３名を含め，全国から１１名の職員が参加した。

参加者は，スタッフ・ポートフォリオの有用性を学び，実際にメンタリングを受けながらスタッフ・ポー

トフォリオを作成した。 

 

②次世代リーダー養成プログラムの実施 
「次世代リーダー養成ゼミナール」（年４回で２年間実施）は，今年度で７期目を迎え，６期生５名と

７期生７名の計１２名（国立大学５校８名，私立大学・短期大学３校４名）で実施した。本ゼミナールは

将来，事務職員がトップリーダー（役員）や高等教育界のリーダーとして，大学等の経営を担うために必

要な技能（実践力）・知識（理論）・態度を段階的に学び，「巻き込み力」を発揮する人材を養成するこ

とを目的としており，受講生の積極的な参加が求められるプログラムとなっている。修了するためには，

ゼミナール開催毎に課されるレポートやプレゼンテーション課題をこなす必要があり，本ゼミナールで培

った能力を最大限に活かした「自大学の構成員を巻き込んだプロジェクト」の実施とそのリポート作成も

含まれる。さらに，四国各県の大学・高専に所属する同期生と１つのプログラムを創り上げてＳＰＯＤフ

ォーラムで講師を務める実践的課題も課され，今回，６期生は「始めよう，仕事の整理と協働」をタイト

ルにプログラムを担当し，受講者から好評を得た。 

今年度は６期生５名が修了し，１～６期生の修了生は計４８名となった。このうち１２名が「大学人・

社会人としての基礎力養成プログラム研修（レベルⅠ）」やＳＰＯＤフォーラムで講師を務め，本プログ

ラムで学んだ技能，知識，態度を活かして，次世代の職員を育成していくというサイクルにつながってい

る。また，体系化されたプログラムの中で２年間の学びを共にするゼミナール生の間には絆も生まれ，組

織を超えて強いつながりを保っている。 

また，一部講義では高等教育の第一人者を講師に招いて開講しており，ゼミナール受講生だけではなく

ＳＰＯＤ加盟校等の教職員にも開放している。今年度は延べ６９名の教職員が当該講義に参加した。 
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③講師養成によるＳＤの継続的な実施 

研修講師として必要な心構え，知識，技法を習得することを目的として，６月１６日（木）～６月１７

日（金）の２日間にわたり，愛媛大学において「職員のための講師養成講座（総論）」を実施し，加盟校

５校から９名（国立大学３校７名，公立大学１校１名，私立大学・短期大学１校１名）の参加があった。

将来のＳＰＯＤ－ＳＤ講師育成のみならず，わかりやすく説明したり教えたりと日常の業務にも直結する

内容となっており，アンケートでは，受講者全員が「受講したことによって業務の取り組み方が改善され

ると思う」と回答した。研修講師の機会が少ない職員にとっても，会議や説明会等において本講座での学

びが活かされることが期待される。 

今年度開講した「大学人・社会人としての基礎力養成プログラム研修（レベルⅠ）」，「ＳＰＯＤフォ

ーラム」等のＳＤ研修講師のうち７名は過去の講師養成講座修了者であり，いずれも受講者から高い評価

を得た。今後も講師養成講座を受講した職員がＳＤ研修講師を務めることができるよう，その養成に努め

ていく。 

 

④ＳＰＯＤ-ＳＤＣの輩出 

職員の能力開発に関する知識・技術を修得していると認定された教職員に付与される「ＳＰＯＤ－スタ

ッフ・ディベロップメント・コーディネーター（ＳＰＯＤ－ＳＤＣ）」については，●ページに掲載して

いる申合せに基づき，今年度新たに愛媛大学から２名，徳島文理大学から１名の教職員を認定した。私立

大学の加盟校では初めての認定者であり，現在ＳＰＯＤ－ＳＤＣは●ページに掲載のとおり合計１６名と

なった。資格認定者は，各種ＳＤ研修講師を担当するなど，ＳＰＯＤや自大学等におけるＳＤ事業に大き

く貢献している。 

 

 

（４）ＳＰＯＤ運営 

 ネットワークコア校のＦＤ・ＳＤ担当者等が一同に会し，教職協働で事業の実施，運営上の諸課題を検

討しているコア運営協議会を平成２８年度は●回開催（うち●回は遠隔会議システムにて実施）した。本

協議会では，本事業の進捗状況の報告のほか，事業経費の執行，次年度の事業計画及び事業経費について

の検討を行った。協議会終了後，各加盟校への情報提供として，議事概要や配付資料をホームページに掲

載した。また，ネットワークコア校のＦＤ・ＳＤ担当者それぞれで構成するＦＤ・ＳＤ専門部会を各２回

開催し，各事業の進捗状況や成果及び今後の課題について意見交換を行った。 

加盟校との連携協力を主な目的とした県内会議を，今年度は徳島県で実施した。３月に開催予定の加盟

校代表者で構成するネットワーク総会や，加盟校のＦＤ・ＳＤ各担当者が参加するＦＤ・ＳＤ分科会では，

事業の進捗状況や成果及び要望について意見交換を行う予定である。 

 

 

（５）事業評価委員会からの指摘事項に対する対応状況 

昨年度事業評価委員会からいただいた意見は，主に「ＦＤ・ＳＤに関する調査・研究の実質化」「「Ｓ

ＰＯＤの将来構想」の具体化」「ＳＰＯＤ事業・運営の各加盟校の関わりについて」であり，これらの指

摘事項に対して以下のとおり対応を行った。 

「ＦＤ・ＳＤに関する調査・研究の実質化」については，前述（１）の③（●ページ参照）のとおり，

ＦＤ専門部会では，ＳＰＯＤ内講師派遣プログラムの検証を行い，検証結果は，調査・研究の主担当であ

る高知大学がＳＰＯＤフォーラムポスターセッション等での発表を行った。また，ＳＤ専門部会では，大

学行政管理学会において，ＳＰＯＤのＳＤ 研修における職員による講師実践とその成果検証について愛媛

大学が発表を行うなど，ＳＰＯＤのＦＤ・ＳＤに関する調査・研究を行い，その成果について情報発信を

行った。 

「ＳＰＯＤ将来構想の具体化」については，前述（１）の④（●ページ参照）のとおり，「将来構想」
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及び大学設置基準で規定されたＳＤの定義に対応するため，コア運営協議会で検討の上，ＳＰＯＤにおけ

るＦＤ及びＳＤの取組内容を整理して見直すとともに，ＳＰＯＤの紹介チラシを再作成し，各加盟校及び

関係各機関に配付した。また，「ＳＰＯＤ内講師派遣の継続実施」に向けた取り組みや，「ＦＤの焦点化」

の一環としてＦＤ担当者研修を実施するなど中期的方針に対応した。さらに，長期的方針「安定的な財政

基盤の維持」について，今後もＳＰＯＤプログラムの加盟校外教職員の参加需要が見込まれること等から，

コア運営協議会等で検討の上，ＳＰＯＤ加盟校外教職員に対する研修料を見直すことを平成２９年３月の

総会で審議する。 

「ＳＰＯＤ事業・運営の各加盟校の関わり」について，ＳＰＯＤ事業の実施，運営は，ネットワーク規

約等に基づき，コア校が中心となってＳＰＯＤ事業を実施しているが，コア校以外の教職員も講師として

積極的にＳＰＯＤ事業の実施に関わっており，ＦＤプログラムでは，阿南工業高等専門学校教員がティー

チング・ポートフォリオ作成ワークショップ，講師派遣事業の講師を担っている。ＳＤプログラムでは，

高知大学で開催された「大学人・社会人としての基礎力養成プログラム（レベルⅠ・新任職員研修）」に

おいて，コア校の高知大学，愛媛大学に加え，高知県内の公立大学，高専職員も講師を担当した。ＳＤプ

ログラムの事例については，前述（１）の③（●ページ参照）のとおり，大学行政管理学会で発表を行っ

た。ＳＰＯＤフォーラムでは，開催県のコア校以外の職員もその運営に携わっており，昨年度総会で承認

された「ＳＰＯＤフォーラムの持ち回り」においても，開催県の各加盟校が連携して実施することとして

おり，開催県内のコア校及び各加盟校の連携がより強化されることが期待される。 

また，各加盟校の自律（立）的運営への促進のため，ＳＰＯＤ－ＳＤＣ３名（徳島文理大学職員１名，

愛媛大学教職員２名）の認定を行ったほか，ＦＤ担当者研修を実施することにより，各加盟校におけるＦ

Ｄ・ＳＤ担当者／実践的指導者の養成支援を充実させた。徳島文理大学職員は，私立大学として初めての

ＳＰＯＤ－ＳＤＣ授与者であり，学内及びＳＰＯＤ事業においてＳＤの中心的存在となっている。また，

前述（１）の②（●ページ参照）のとおり，ＳＰＯＤ内講師派遣事業では，「ＳＰＯＤ課題発見コンサル

テーション」の実施をきっかけにＳＤ委員会規程作成検討へつながる加盟校もあるなど，組織への波及効

果が見られた。 

なお，事業評価委員会の詳細な対応については●ページに掲載する。 

 

 

おわりに 

上記のように，平成２８年度も事業は概ね計画どおり進展し，多くの成果を生み出すことができた。と

りわけ，ＳＰＯＤフォーラムでは，過去最高の満足度を得ることができた。また，講師派遣事業では，「Ｓ

ＰＯＤ課題発見コンサルテーション」の実施をきっかけにＳＤ委員会規程作成等の検討を開始した加盟校

があるなど，組織への波及効果も見られた。さらに，今年度は新たに３名のＳＰＯＤ－ＳＤＣが輩出され，

このうち１名は初めて私立大学職員が認定された。今後も継続的に各加盟校におけるＦＤ・ＳＤ活動への

支援を実施する予定である。 

ＳＰＯＤ加盟校においては，より一層本事業に御協力をいただくとともに，ネットワークの域を超えた

方々からも引き続き御支援や御意見をいただければ幸いである。  

 

                               四国地区大学教職員能力開発ネットワーク 

                             企画・実施統括者 

                        小林 直人（愛媛大学教育企画室室長・教授） 
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